





















































フリューガーという人物が，2010年春に出した評伝 Richard von Weizsäcker 

























































































































































































































































































































































































































































































































　統一 ─ ここではEinigungないしVereinigungが使われる ─ を取り仕切っ








































































































































































　 　 デ ィ ア コ ニ ー 　 　
音派社会奉仕団」で大
がかりな汚職が摘発された（同様の事業は，カトリックでは「社
　 カ リ タ ス 　
会福祉事業団」
といい，ともに四十万人を超す職員を擁するドイツ最大級の‘企業’である。
「社
ソーシャル・ホールディング
会的持株会社」とも呼ばれていて，ドイツの社会福祉事業を支えている。
「教会」が「公法上の社団」である所以でもある) 。
　「政治の劣化」を指摘する声も少なくない。簡単に主要なポストをなげう
って（ときには外国の）実業界に転身していくなど，「職
ベルーフ
業としての政治」
よりむしろ「ジョッブとしての政治」の傾向すら目立つ。日本でも有名なあ
る哲学者は「規範性の乏しくなった世代が政治を支配するようになった」と
手厳しい。
　政治家が一般に軽視されるようになって，ドイツで尊敬される政治家とい
えば「ブラント元首相のようにもう死んでいるか，シュミット元首相のよう
に歳を取っているか，ヴァイツゼッカー元大統領のように日常の次元から離
れているか」の何れか，という戯れ言は最近の政治評論の一節である。
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　ただそのヴァイツゼッカーは，ドイツの政治が「政党政治」に堕し，「選
挙に支配され，世論調査に左右され，すべてが権力政治である」という３つ
の構造的弱点を露呈しているいるというのが年来の主張だった。道徳の政治
を説いているからといって「日常の次元から離れている」かどうか。オーダ
ー・ナイセ線の承認は，「日常の次元から離れている」どころではなかった
はずである。
　一口に言って，政治が劣化し，それを支える道徳がゆらいでいるのは事実
だろう。そんな混乱のなかの2010年６月，『ツァイト』紙の主筆が「にも拘
らず尊敬を」と題する論評で，「市民，経済界，教会，メディアは議会制民
主政を強化するという共通の目標を追求すべきだ」と訴えた。
　とくに教会も議会制民主政を守る重責を担っている，と主張しているのは
如何にもドイツらしく思われる。信徒の役割への期待表明であり，政争の報
道に狂奔する日本のジャーナリズムにはみられない「道徳的な」論評だった。
「宗教のない，したがって道徳すらない」と梅原猛が指摘する（『宗教と道徳』）
いまの日本に生きる人間には，ドイツで政治を語る文章のなかに「道徳」（そ
して「教会」）という言葉が実にしばしば登場することには驚かされる。
　そのドイツ（あるいはヨーロッパ）はいま，主としてイスラム世界が突き
つけてくる「民族と宗教」の難問に身をよじっている。「キリスト教社会」
ではなく，「ユダヤ・キリスト教社会」という自己規定さえ聞かれるドイツが，
イスラムをどう位置づけるのか。かつての「統一」とは異なる「統合」が新
たな挑戦である。
